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はじめに

　春の年会が，皆さんの研究分野・技術をさらに極め
ることを目的としていることは周知のとおりと思いま
す。それに対して，この秋の全国行事である化学フェ
スタは，時代にマッチした様々な化学に関する広い範
囲のテーマを取り上げており，テーマの最前線研究者
をお招きして研究が何処まで行っているのか，残され
た課題は何なのか，その課題が解決されればどんなビ
ジネスが起こってくるのか？　などについてトータル
に考えることのできる「交流の場」です。
　化学技術研究をこれから開始しようとする学生，す
でに研究を始めている学生・最前線の研究者に留まら
ず，企業における研究管理者や将来事業を企画する研
究企画の方々すべてを歓迎します。このフェスタに来

て，潜んでいるかもしれないこれからの研究テーマや
共同研究の種を是非掘り起こして欲しいと願います。
　そのような「交流の場」を今年も設けることにいた
しました。「学生ポスター発表」，「産学官 R & D紹介
企画」，「コラボレーション企画」（一般公開），「テーマ
企画」，「2016ノーベル賞解説講演会」（一般公開），「公
開講座」（一般公開），など魅力的な企画があなたをお
待ちしています。

学生ポスター発表

　当フェスタの学生によるポスター発表は正にマンツ
ーマンの「技術議論の場」です。どんな研究テーマが
開始されどのように解決して行こうとしているのかを
発表し議論するだけでなく，産学官の研究者・技術者
がそのアイデアに対して勘所を押えた質問を投げ掛け
る場合もあり，こんな見方があったのかといった新し
い観点に気付くこともあるでしょう。研究成果の利用
を考えた場合，企業側から見た課題や想像もしていな
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かった利用法などにつき意見を伺えるかもしれませ
ん。毎年皆さんから好評を得ている企画の 1つです。
　今年のポスター参加者は北海道から沖縄に至るまで
過去最高の 1200名を数え，全国規模になっており，ま
た，大学だけでなく，高専や各種学校からの発表も多
くなり，大人気となっています。優れたポスター発表
には「優秀ポスター発表賞」が，さらにその中でも最
も優れた発表には「最優秀ポスター発表賞」が授与さ
れ，副賞とともに，本誌に受賞コメントの掲載が確約
されております。なお，本化学フェスタの運営に当た
っては，本企画のみならずフェスタ全体にわたって，学
生の就職に関する経団連憲章を固く順守する方針です。

産学官R & D紹介企画

　企業，大学，国公立研究機関などの産学官の機関に
も，自慢の技術や特徴ある製品の開発事例，PRしたい
研究成果，トピックスなど，紹介したいものが沢山あ
ります。この企画は，学生ポスターと全く逆の立場で，
技術活用の結果を相互に知る機会でもあり，自分の研
究がこのような分野に生かされるかもしれないといっ
たことに気付くかもしれません。こうした産学官の連
携の姿と皆さんとの交流深耕のきっかけとなる場を提
供するのが「産学官 R & D紹介企画」です。ブースに
よる紹介と，特定会場でのオーラル発表という 2本立
てであり，様々な交流形態を提供しています。今回は
15件のオーラル発表（ランチョンもあります）と 77

コマの展示ブースの実施を予定しています。

コラボレーション企画

　「コラボレーション企画」というのは，大学や国公立
研究機関，協会，団体，一般企業，その他特定の研究
グループなどが，その企画内容を自由に設定し，主体
的に開催できる企画です。今年は，科学技術振興機構
（JST），産業技術総合研究所，日本化学工業会，量子科
学技術研究開発機構（QST），三井化学，文部科学省科

学研究費補助金新学術領域研究の元素ブロックおよび
有機分子触媒がそれぞれ独自の企画でフレッシュな話
題を提供します。

テーマ企画／公開企画

　この企画も本フェスタの特徴です。産学官実行委員
80名による丁丁発止の議論の結果，今年も選りすぐり
テーマが目白押しです。最先端テーマ，興味深いテー
マにつき概要紹介，最先端動向ならびにこれからの課
題を産学官で自由議論する目的で，多くの「テーマ企
画」を準備しています。エネルギー・環境・資源，新
素材，バイオ・食品・健康などの分野に関する企画，
チュートリアル的な企画に加え，支部や部会，ディビ
ジョン，新領域研究グループからの企画があります。
　また，「化学の社会への発信」を目的に，参加登録料
無料で，一般市民の皆様にも参加いただける「公開企
画」を準備しております。「ノーベル賞解説講演」は，
今年度のノーベル賞について，その分野の専門家から
わかりやすくその意義を解説するもので，毎年大好評
をいただいております。また，今年は，皆さん気にな
る温泉の成分や効能などを化学の視点から捉える「化
学と温泉」，2016リオデジャネイロオリンピックで盛
り上がりを見せたスポーツに使用される各種素材を中
心に，化学の目で捉えた「化学とスポーツ」も企画し
ております。これらの「公開企画」，「テーマ企画」に
関する詳しい情報は次ページ以降をご覧下さい。
　毎年，2日目夕方に開催している「交流会」は産学
官および学生の出会い，「来場者皆さんの交流の場」と
して今年も開催いたします。化学に関する楽しいクイ
ズ大会もあり，豪華な景品もたくさん用意いたしまし
た。学生だけでなく，最前線の研究者，産官学技術者
も一堂に参加する他に例を見ない交流の場であると自
負しますので，この交流会へも是非お出かけ下さい。
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500名を超える参加者で賑わう交流会


